
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

参加者数：8 人  場所：学習研修室 2  

苔テラリウムとは、ガラス瓶に苔を植えて

室内で楽しむもの。初めての方ばかりでした

が、個性ある苔テラリウムができました。 

（参加者の感想） 

「楽しく作らせて頂きました。 

緑はいいですね！」 

「わかりやすく説明して下 

さって楽しかったです」 

「家でも作ってみます」 

「友達に贈ります」等。 
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ト ピ ッ ク ス 

 

 

参加者数：24 人  場所：学習研修室 1・2・3 

ドラムサークル的な企画といいながら、本格的にジャ 

ンべ、コンガ、マラカス、ドラム、タンバリンなど数多く 

用意していただいた。 

特に、韓国木魚やニューヨークから持ち帰ったという 

HAPI（打楽器）など、見たことのない、普段触れ合うこと 

のない楽器があった。参加者はすぐにリズムに引き込 

まれ、我を忘れた表情でにこやかに時間を共有していた。 

振動音は耳からだけではなく、皮膚や身体全身で伝わる 

という講師の説明そのままの光景が見られた。 

 

 

◆10 月 13 日（日）  13：30～15：30 

場 所：参画センター 相談室 

参加費：無料   託児：あり（要予約） 

 

◆10 月 10 日（木)  10：00～12：00 

場 所：参画センター 学習研修室 1  

参加費：無料    託児：あり（要予約） 
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＜防災・減災の取り組みはいま＞ 

自然災害が多い日本にとって、防災・減災の取り組みは

大変重要です。最近では、ジェンダーの視点が打ち出され

ています。例えば、被災地では避難所生活を強いられます

が、女性と男性ではニーズが違います。心理的ストレスや

心のケアにおいても、性による配慮が求められます。 

 こういった細かなニーズをくみ取るためには、防災行政に

携わる側に女性が増える必要があります。ジェンダーと防

災の指標は、①防災会議委員の女性比率②警察官、消防

委員の女性比率③地方議会議員の女性比率④自治会長

の女性比率⑤避難所運営責任者に男女両方がなる必要

⑥「家事や子育ては女性が行った方がよい」とは思わない

など6 つの指標があり、47 都道府県別に計算したところ、ど

れも大きな地域差があります。 

 ＜防災政策の見直しにジェンダーの視点を＞ 

 6 つの指標を平均した「総合指数」を県別に高い順に並べ

ると、表 2 のようになります。1 位は高知県で、2 位は大阪

府、3 位は沖縄県となっています。防災・減災活動にジェン

ダーの視点が導入されるのは必要不可欠なことです。表 2

の指数が高い県ほど、防災にかかわる人の女性比率が高

く、性役割観も相対的に薄くなっています。 

 

  

 

◆10 月 19 日（土） 13：30～15：30 

場 所：参画センター 相談室 

参加費：無料     

◆11 月 8 日（金） 10：00～12：10 

内 容：「じょうぶな子どもが育つ”お米”のちから」 

場 所：参画センター学習研修室 1・2・3 

参加費：前売 1,000 円、当日 1,200 円  定 員：先着 70 人 

託 児：あり、有料、1 家族 500 円（先着 10 月 30 日まで） 

企 画：学校給食と子どもの健康を考える会香川支部 

申し込み：学校給食事務局 TEL070－5355－9856 まで 

 

 

 

 

◆11 月 14 日（木）・21 日（木） 13：30～15：00 

内 容：「暮らしスッキリ家事・家計簿講座」 

場 所：参画センター学習研修室 1・2 

参加費：前売 400 円、当日 500 円   定 員：20 人 

託 児：あり、1 人 300 円、1 週間前までに要予約 

企 画：高松友の会 

申し込み：高松友の会 TEL・FAX 087－821－8996 まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香川県では、香川県婦人団体連絡協議会（野田法子会

長）が、2016 年に県女性防災ネットワークを設立。香川大

学と連携して、これまでに 130 人の「女性防災”志”」を育

成。今回は各地域のリーダーとして活躍できる防災志のさ

らなる育成や活動の幅の拡大につなげようと、「かがわ女

性の防災志会」を 2019 年 8 月 31 日に設立しました。 

今後は、必要に応じて「炊き出し」「災害メンタル」「防災

研修」「復旧・復興」の4 つの部会を設置し、ハード・ソフトの

両面から家庭や学校などでの防災に取り組んでいく予定

だそうです。     （参考資料：内閣府 HP、We Learn） 

        

 

参加者数：30 人  場所：学習研修室 3 

企画：日本ＢＰＷ香川クラブ 

今年度のヤングスピーチコンテストは 4 名の出場者が

あり、それぞれ素晴らしいスピーチを聞かせてくれた。そ

の後、昨年度全国優勝した石浜さんが、国連女性の地位

委員会 CSW６３に参加した時の報告があった。 

（参加者の感想） 

「若い人を応援する気持ちが 

一層大きくなった。来年も聞きに 

来たい」「石浜さんの話が具体的 

で良かった。諦めずに相手を理解 

しサポートする大切さを知った」等。 

 

 
 

 

 

ワークショップ  

◆アジア太平洋戦争をどう伝えるか 

◆あなたは飲める派？それとも飲めない派？ 

◆親・教師のための LD・ADHD・アスペルガー対応 

講演会～ロールプレイで演じ、解説～ 

◆すくすく子育て～子どもの安心・自信・自由～ 

◆食育講演会 「子どもをじょうぶにする食事は時間も

お金も手間もかからない」 

◆日本のＧＧＧＩは、総合世界 110 位 政治分野は 

なんと 125 位！女性よ もっと政治参加を！ 

◆ビブリオバトルを体験しましょう 

◆サンカク vol.2.0 ～「人材」を超えて「人」になる～ 

◆金管五重奏を楽しもう ココぺリアンブラス 

 ミニコンサート 

 
 

－２－ 

映 画  

●未来のために ♡ できること 

●土井敏邦監督作品 ドキュメンタリー「福島は語る」

上映会 

●ハンセン病問題の早期解決をめざして「講演と映画

のつどい」 

●「アバウト・レイ１６歳の決断」上映とトーク～トランス

ジェンダーと家族の映画～ 

  

ワークショップ 

◆女性の起業★応援マルシェ～モノ・情報・元気を 

ゲットしよう！～  （11 月 23 日～24 日） 

出展（店）希望者募集！  出店料 1 日 1,000 円 

＊申し込みは 11/9 まで。詳細は参画センターへ 

 

  

（参加者の感想） 

「外国の太鼓は、色や柄もおしゃれで音や響きも良

かった。初めて見る楽器ばかりで興味深かった」 

「音が皮膚からのいい刺激になった。たまに自由に

座布団を叩いてみたいと思った」「ストレスを体内に

溜めこまない工夫を、生活の中に見つけていけそ

う。楽器は主にドレミ音階と 

考えていたけれど、もっと 

単純化していいと気づいた」 

「子どもが打楽器を好きな 

ようで、すごく楽しめました。 

ありがとうございました」等。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

◆10 月 25 日（金）  10：00～15：00 

内 容：「自分の職業検査をしてみよう！」 

講 師：常井廣美（センター相談員）＊希望の時間に要予約 

参加費：無料   託 児：あり・午前中のみ（要予約） 

 

 


